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国史跡玉川上水に架かる小金井公園前歩道橋をより安全な人道橋に架け
替える工事を行ってきましたが、７月末に完成し開通式が行われました。
橋名は、江戸時代に武蔵野新田の開発に尽力し、玉川上水堤にヤマザク
ラ並木をつくった、川崎平右衛門定孝（さだたか）の功績を永く後世に伝
えるため、平右衛門橋（市民公募による）と名付けました。
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教育だより教育だより

叱られて育つ子供の心
ある冬の朝、保育園の教室で子供たちが行儀よく座って、

先生が読む紙芝居に見入っていました。突然、先生が教室の
後ろを指差して悲鳴を上げました。皆が振り返ると片隅のく
ずかごから炎が吹き出しています。それは先生が来る前のわ
ずかな時間に、いたずら坊主たちが教室の火鉢の火で燃やし
た折り紙の燃えカスを捨てたのが原因でした。
いたずら坊主たちは一人ずつ園長室に呼ばれました。「君は

どうしてこんなことをしたの」と言われたＳ君はふてぶてしく
「僕だけじゃないよ」と答えました。とたんに園長先生は鬼の
ように厳しい表情になって「ほかの人は関係ありません！」と
ぴしゃりとおっしゃったのです。その瞬間にＳ君は顔から火
が出るような恥ずかしい気持ちで一杯になりました。
Ｓ君はその後ずっと、そのときの気持ちを思い出すたびに

「みんながやっているから」と言って甘やかしたくなる自分を
戒めました。
「北風と太陽」という童話は、北風のような厳しさよりも太
陽のような温かさの方が人を動かす力があるという教訓を含
んだ話です。しかし時には北風のような厳しい叱責によって
こそ子供の心がよりたくましく育つ場面もあるのです。６０
年後のＳ君、すなわち今の私が言うのですから間違いありま
せん。

教育長　山本　修司

グローバル化社会に向けて

お正月の箱根駅伝に引き続き、地元小金井の野川駅伝では、

日本発祥である駅伝競技の「たすきを繋ぐ」という思いに胸を

打たれました。成人式では、貫井囃子を鑑賞し、伝統芸能の

素晴らしさを再認識いたしました。

世界は、グローバル化に拍車がかかっています。２０２０

年東京オリンピック・パラリンピック開催に向けて、「おもて

なし」に象徴されるホスピタリティの心は、グローバル化社会

のオアシスとなることでしょう。

DeSeCoプロジェクトによるキー・コンピテンシー（主要

能力）の一つとして、「多様な社会グループにおける人間関係

形成能力」が挙げられました。自己を確立しつつ、自分とは違

う他者を受け入れることが求められています。かつて、私が

ヨーロッパの十字路と呼ばれる国に在住していた折、様々な

人々が受け入れて下さいました。その懐の深さに幾度も助け

られました。

自分を大切にする自尊心は、他人を思いやる心に通じます。

自国の文化を理解し大切にすることは、異文化の理解や尊重

に繋がることと思います。小金井の教育が国際社会で生きる

力に繋がっていくことを信じております。

教育長職務代理者　鮎川　志津子
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